
































































































    　　　　　　　　　　　　　　
七月二十二日、瑩山禅師、定賢より 諸嶽寺観音堂を寄進される。





    　
五月 六日、永光寺首座 大衆二十名と總持寺僧堂の開堂式に向かう。
    　　　　　
同月二十九日、總持寺僧堂開単式を行う。
    　　

























    　　　　　　　　　　　　　　
三月六日、足利尊氏 若部保の地頭職を永光寺に寄進する。





































































































然ではあるが、これらのことより弟子の数は、一般に言われる二十五人に限られるものではなく、それ以上の弟子がいたと想像できる。四二年間では、少なくとも倍 もしくは三倍から四倍 弟子がいた 想像できるが、それが 度期でなかったとして總持寺の隆盛は大変なものであったと考えられる。　
次に輪住制度確立の条件である。輪住制度は、簡単に言えば優秀な弟子が交替で寺院を護って行くという制度であ
































































































































































































































































































































































































































































の後鑑と為すべし。檀那は之れ此の門徒の商議、住持を崇敬し、住持、彼の檀越の遺付の子孫、崇重すべきの置文の状、件の如し」とある ここには、具体的に書状を二通作り、一通は寺に もう一通は檀家で持ち そして、寺と檀家の後世の鑑とすべきこと、さら 檀信徒と住持ともに互いに尊崇・尊重すべきことが厳しく誡められている。　
こうした瑩山禅師の強い誡めは、寺院の護持発展、そして教団運営からも外護者の存在とそれを大切に思う気持
ち、そしてそれを弟子達へ伝えて行き、後世の指針としなければならない思いがあったからに外ならない。　
また、『観音堂縁起』（總持寺中興縁起）には、以下のような記述がある。
　
門上安放光菩薩、放光般若之意也。放光菩薩者大唐廣善寺門上之霊像也。僧形観音地蔵二菩薩也。常放光
明、而令人敬信。両尊是同故、倶称放光菩薩。当帝后妣姙孕時、参詣祈念放光頻新、産生平安、王子誕生。自尓以後数百年、大唐日本皇后将相、悉皆帰之、祈請産生平安。当庄姙婦可祈之。霊験必可掲焉矣。為後鑑記之。諸人同心合力、立当寺山門、仰圓通冥応。至祷至祷
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。
　
これは、『観音堂縁起』の最後の箇所であるが、門上に放光菩薩を安置した由来を記した後、「多くの檀信徒が一
味同心に力を合わせ、總持寺に山門を建て、観音の利益を仰ぐべし」と書かれている。ここには、總持寺伽藍整備の思いが、檀信徒への期待と共に述べられている。こうした瑩山禅師の思いを引き継いだのが、峨山禅師であった。　　 　
おわりに
　
以上、峨山禅師と檀信徒との関係、そしてそ 思いは瑩山禅師の教えを引き継いだものでないかと述べて来 。
峨山禅師の御業績―檀信徒との関係について―
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住持がいて、また多くの僧が修行することによりその寺院が発展するのではない。優れた住持を助け、また集まっ
た修行僧を養ってもらえる経済的な基盤、その地域の外護者、檀信徒の力が必要である。そのような力は、黙っていて集まるものではない。　
そのような力を結集する力量を峨山禅師が持っていたのである。檀信徒の期待や願いに応え、さらに人々 教化す
る力が有って、寄進が集まり、そして結果 に多くの弟子を育てることが出来た である。　
そうした力が、後の寺院及び教団の大きな発展の基になり、現在の曹洞宗教団 あることを述べて、論を閉じたい
と思う。【注】（１）峨山禅師の基本的論文史料
伊藤道海・山田霊林『峨山禅師行実』（玄黄社・大正九年六月）佐藤悦成『總持寺二祖峨山禅師』（大本山総持寺出版部・平成八年一〇月）田島柏堂『〈総持二祖〉峨山韶碩禅師』（大法輪閣・昭和四〇年三月）
 
佃和雄『峨山禅師物語』（北國新聞社出版局・平成一四年六月）
 
松田陽志『峨山和尚山雲海月』「解説」『訓註曹洞宗禅語録全書』中世篇三（四季社・平成一六年八月）
 
山端昭道
 「峨山禅師と大本山総持寺」『曹洞宗教義法話大系』六（同朋舎出版・平成二年六月）
拙稿「峨山韶碩禅師の御遺徳―六五〇回大遠忌にむけて―」（『鶴見大学仏教文化研究所紀要』二〇号・平成二七年三月）
（２）栗山泰音『總持寺史』五二三頁（大本山總持寺・昭和一三年三月）、『新修門前町史』「資料編２」二五頁。（３）『続曹洞宗全書』「清規・講式」「喪記集」一八・二三頁、『新修門前町史』「資料編２」二一・二三頁。（４）横関了胤『總持寺誌 （大本山總持寺・昭和四〇年三月）五八三頁、『新修門前町史』「資料編２」一一頁。（５）『總持寺誌』五八三頁、『新修門前町史』「資料編２」一一頁。
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（６）『瑩山禅』（山喜房仏書林・平成元年）巻八・五四頁。（７）『瑩山禅』巻八・九九頁。（８）『瑩山禅』巻八・ 八頁。（９）『瑩山禅』巻八・一七一頁。（
10）『瑩山禅』巻八・二七〇頁。
（
11）『瑩山禅』巻八・一七一頁。
（
12）『瑩山禅』巻八・一七 頁。
（
13）『瑩山禅』巻八・二七〇頁。
（
14）「『山雲海月 研究序説」、『曹洞宗宗学研究所紀要』一二号・一九九八年、一三〇頁。
（
15）『總持寺誌』五九八頁。
（
16）『總持寺誌』六〇三頁、『新修門前町史』「資料編２」二八頁
（
17）なお、總持寺の外護者・寄進状に関しては、佃和雄前掲書、九「總持寺の基盤確立」六〇頁、十四「入寂と葬儀」一四三頁にも詳しい。
（
18）『總持寺誌』五九八頁。
（
19）『總持寺誌』五九九頁。
（
20）『總持寺誌』六〇一頁、『新修門前町史 「資料編２」一八頁。
（
21）『続曹洞宗全書 「清規・講式」「喪記集」二二頁。
（
22）『瑩山禅』巻八・一八二頁。
（
23）『總持寺誌』五八三頁、『新修門前町史』「資料編２」一一頁。
【付記】本論は、二十七年六月十三日に行われたシンポジウムの発表原稿に、当日読み上げられなかった資料及びコ
メントを加筆ものである。引用資料の増補などはあるが、内容の概要は大きく異なるものではない。
